
                                                       

 

 

 

   

 

 

   

 

   

  

 

 

 

 

 

 

  

     

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

今年も秋祭りの季節が近づいてきました。10 月 16 日から始まる新居浜秋祭りは、  

高知のよさこい、徳島の阿波踊りと四国三大祭とされるお祭りです。17 日に開催される

山根の統一寄せでは、市政 80 周年の記念として、今までにない盛りだくさんのイベン

トを予定していて、今から「ワクワクドキドキ」ですね。 

私たち「瀬戸・寿子ども太鼓台」も参加します。町内で                

見かけたときはご声援、御花をよろしくお願いしますね。               

子供太鼓台の組み立ては、瀬戸会館前にて 10 月 8 日（日）              

8 時から行います。親御さんは勿論のこと自治会員の皆さま              

方のご協力を重ねてお願いします。            

             

瀬戸・寿連合自治会 

               瀬戸・寿子ども会 

 

８月８日・９日愛媛県下の先生 

平成 29年 10月号 

 

★ゆめじゅく編集委員会 

2 日(月)13 時 30分～ 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

3 日(火) 10時 30 分～11 時 30 分 

★移動図書館青い鳥号 

4 日(水)・25 日(水) 

14 時～14 時 40 分 

★「人権のつどい日」   

11 日(水)19 時 30分～21 時 

東予地区人権・同和教育協議会実践報告者による

事前報告 

新居浜要約筆記サークル ＭｉＭｉ 

新居浜萩生保育園 主任保育士 

★連合自治会「何でも相談日」…瀬戸会館 

  毎週火曜日 13時～15 時   

★人権・同和教育関係行事 

５日(木)・6日(金) 

全国隣保館職員四国ブロック研修会(徳島市) 

19 日(木)・20日(金) 

全国隣保館長研修会(別府市) 

24 日(火) 

東予地区人権・同和教育研究協議会(今治市) 

 

新居浜市瀬戸町７‐30 

E-mail：seto@c i ty .n i i hama .eh ime . jp  

 

T e l  ：０８９７―４１―５８５９（Fax 兼用） 

 

 

〒792-0821 

 

 

瀬戸会館では相談員による相談活動

を行っています。「生活や仕事の不安、

人権に関する問題、困っていることは

あるがどこに相談していいのかわから

ない。」など、どんなお悩みでも結構

です。一緒に考え、あなたのお力にな

れたらと思います。相談員は原則「月・

水・金の９時から１５時まで在館（昼

休みを除く）」していますが、そのほ

かの曜日、時間帯でもかまいません。

来館されても、お電話でも結構です。         

お気軽にご相談ください。 

 

９月１４日に瀬戸会館・瀬戸児童館合同の避難訓練を実

施しました。瀬戸会館は、紙バンドさんを中心に訓練を実施。調理室から出火という

想定のもと、真剣に取り組んでいました。瀬戸児童館の子どもたちも整然と避難。表

情も真剣そのものでした。避難終了後、水消火器を使っての消火訓練は、水が思わぬ

方向に飛んで困っている様子もチラホラ。子どもたちはその後、消防車や消防服など

の説明をうけたり実際に手で触れたりして目を輝かせていました。 

 

８月 24 日 今治市総合福祉センターにて担当者研修会が開催されまし

た。午前には今治市しまなみ交流プラザの活動状況報告や、吉田遠見子ども

会保護者による座談会がありました。午後からは関西外国語大学教授 明石 

一朗さんによる「人権・同和問題の解決をめざして…」と題し講演がありま

した。その中で、部落差別は人が意図的に作った制度であって無くなるもの

である。そのためには一人一人の「意識と行動」をかえることにより必ず無

くなる問題であるとユーモアを交え講演されました。正しい事(意識・知識)

を学び正い行動(行動)がとれる人でありたいと思いました。 

 



 

  

  

 

 

  

  

 

   

  

   

    

    

  

 

 

 

 

     

 

 

 

  

  

 

 

 

  

  

  

   

  

  

 

  

教 室 名 教 室 内 容 開 催 曜 日 開 催 時 間 

ピンポン   毎週  月・金 12：30～16：00 

リトミック リズム遊び 毎週   木  10：00～11：00                     

手芸「照」   第 2・4  金     10：00～12：00 

詩吟 
  毎週    火       

第２     水 

火）   10：00～12：00    

水）   19：00～21：00 

囲碁   毎週    土     13：00～16：00 

紙バンド 紙ひもで作品製作 毎週    木     13：00～17：00 

篆刻 はんこつくり 第 2・4  土     13：30～15：30 

若葉会 老人会 第 1.2.3  火 10：00～11：30 

ポーセラーツ 
白磁器の絵付け 第 2・4   土       

第 3(原則)  水 
      13：30～17：30 

男の料理教室   第 3    水     10：00～13：00  

オカリナ 

 

第 1・3  木     13：30～15：.00 

社友会歌ごえ 
 

第２・４  木     13：00～15：00 

レインボー体操Ａ 大きなボールを使っての体操 毎週    木     14：00～15：00 

レインボー体操 B 大きなボールを使っての体操 第１・３・５  火      14：00～15：00 

ＺＵＭＢＡ ダンス音楽で健康体操 毎週  月・火・木 
火）   11：30～12：15    

月・木）19：30～20：15 

スクエアダンス   毎週   水・土   13：00～15：30 

水美会 創作ダンス 毎週     水    10：30～12：00 

健康体操   毎週    金    10：00～12：00 

3Ｂ体操 

 

毎週    木    10：00～12：00 

フラダンス   毎週  火・金 
火）  12：30～13：30 

金）  19：30～20：30 

エストレージャ 頭と体をつかった体操(幼児) 毎週    木・金 17：40～19：00 

押し花 

 

第 2    水 9：30～12：00 

ハンドメイド 

 

毎週    火 ９：00～12：00 

バレエ教室 
 

毎週    水 17：00～18：30 

ピアノクラブ 
 

毎週    月 10：00～12：00 

べっぴんさん ピアノの個人練習 毎週    月   13：00～16：00 

９月の人権のつどい日は、人権啓発指導員 森田まゆみさん          

の進行で、共生社会の実現を目指して、障がいのある人の人権について考えました。

まず初めに DVD「風の匂い」を視聴。知的障がいをもつ主人公の森野歩が最初は周

りの理解が得られず、苦しみながらスーパーの店員としての仕事に取り組むが、その

一途さに周りの人の歩に対する見方が変わり、歩を含めて職場全体が温かいものにな

っていくというストーリーです。 

 ○ 心から触れ合えば、通じ合える。 

 ○ 特別な人に特別なサービスではなく、それぞれの人に合ったサービスを。 

 ○ 「心を込める」とは、相手を大切に思うこと。 

など、心に残る言葉がたくさんありましたが、特に主人公の歩が言った、「すいませ

ん。僕いない方がいい人です。」という言葉にハッとしました。 

その後で、森田さんがお話しされましたが、 

 ○ 障がい者ではなく、障がいをもつ人。（障がいも特性。その人の一部。） 

 ○ 障がいをもつ人だからといって、出来ないと決めつけない。 

 ○ 自分にできることを。（何かできることはありませんか？） 

など、いろいろなことを学びました。 

 

ごめんなさいね おかあさん 

ごめんなさいね おかあさん 

ぼくが生まれて ごめんなさい 

ぼくを背負う かあさんの 

細いうなじに ぼくはいう 

ぼくさえ 生まれなかったら 

 

かあさんの しらがもなかったろうね 

大きくなった このぼくを 

背負って歩く 悲しさも 

「かたわな子だね」とふりかえる 

つめたい視線に 泣くことも 

ぼくさえ 生まれなかったら 

 

この詩は、１９７５年４月の「わたぼうしコンサート」に向け、重度の脳性まひ児だ

った山田康文さんがつくった詩です。担任の向野先生が、言葉を示し、康文さんが、ウ

インクで Yes・舌を出して No の意思表示をする。長い時間をかけて康文さんの想いを

綴った詩です。コンサートは成功裡に終わりましたが、二ヶ月後に１５年間を精一杯生

きた康文さんは亡くなりました。 

この詩には、母親の京子さんが康文さんに返した詩も続きます。この詩に触れ胸を熱

くした私ですが、ふと思いました。この母子を苦しめた冷たい視線。私自身の視線もそ

うではないのか。人の想いを完全に分かることはできません。しかし、分かろうと努力

することはできます。思いやる心を自分の内に、今後も育み続けていこうと改めて思い

ました。 

 


